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記載例 

別記様式第１号（第３条関係）                                           （表面） 

 

 

                   解体工事業登録申請書 

 

証紙はり付け欄 

（消印してはならない。） 

 

 

 

 

 

登録の種類   新 規 ・ 更 新 
※登録番号 宮城県知事（登－ ）第   号 

※登録年月日 平 成   年   月   日

                   この申請書により、解体工事業の登録の申請をします。 

                                          平成２７年４月１０日 

                                         宮城県仙台市青葉区本町３－８－１ 
                                        株式会社 みやぎ解体 

                                 申請者 代表取締役 宮城 太郎 

                    宮城県仙台市青葉区中央１－１－１ 

      宮城県知事 村井 嘉浩 殿    宮城行政書士事務所 
                    行政書士 仙台次郎         印 

 
フ リ ガ ナ 

商号、名称又は氏名 

      
ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ   ﾐﾔｷﾞｶｲﾀｲ 

株式会社 みやぎ解体 

 

住   所 

 

郵便番号（９８０－８５７０） 

  宮城県仙台市青葉区本町３－８－１ 

                  電話番号（０２２）２１１－○○○○ 

法人である場合の 

フリガナ 

代表者の氏名 

 

           ﾐﾔｷﾞ         ﾀﾛｳ 

        宮 城  太 郎 

   法人である場合の役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問及び

総株主の議決権の100分の５以上を有する株主又は出資の総額の100分の５以上に相当する出資をしている者（個人で

あるものに限る。）を含む。）の氏名及び役名等 

フリガナ 

氏  名 

役名等（常勤・非常勤）

 

   フリガナ 

     氏  名 

役名等（常勤・非常勤）

 

 ﾐﾔｷﾞ      ﾀﾛｳ 
 宮 城  太 郎 

 

 ﾐﾔｷﾞ    ﾊﾅｺ 
 宮 城   花 子 

 

取締役社長（常勤） 

 

 

取締役専務（常勤） 

ﾐﾔｷﾞ     ｲﾁﾛｳ 
 宮 城  一 郎

 

 

 

 

取締役常務（常勤） 

 

 

 

 

申請時において既

に受けている登録 
宮城県知事（登－△△）第○○○号（平成△△年××月××日登録） 

該当しない方を 
二重線で消す 

更新の場合は既に受けている登録番号 
を記載する。(新規の場合は記載不要) 

記入しない 

個人の場合は 
記載不要 

・法人の場合は会社名 
・個人の場合は本人の氏名（屋号は不可） 

代理申請の場合，申請者欄に連名・押印の

上，委任事項がわかる書類（委任状等）を

提出ください。委任状（原本）の返還を希

望する場合は，委任状（写し）を提出の上，

委任状（原本）を提示願います。なお，代

理人の押印で可とする取扱いは，別記様式

第１号「申請者」欄及び第６号「届出者欄」

のみとします。 
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                                                                     （裏面） 

 

法第３１条に規定する者（技術管理者）の氏名 

 

小 松  太 郎 

大 杉   次 郎 

営業所の名称及び所在地 

フリガナ 

名  称 

所  在  地 

郵便番号（   －   ） 

電話番号（   ）  － 

             ホンシャ 

          本    社 

 

 

          ハチオウジシシャ 

         八 王 子 支 社 

 

 宮城県仙台市青葉区本町３－８－１ 

  郵便番号（９８０－８５７０） 

  電話（０２２）２１１－○○○○ 
 

  東京都八王子市○○○○ 

  郵便番号（○○○－●●●●） 

  電話番号（○○○）○○○－○○○○ 

 

 

 
 
 
未成年者

である場

合の法定

代理人 

 

 

法定代

理人が

個人で

ある場

合 

  フリガナ 

 氏  名 

 

 

 

  住  所 
 

郵便番号（   －   ） 

 

               電話番号（   ）  － 

 

 

法定代

理人が

法人で

ある場

合 

 

 

フリガナ 

 法人又は名称 

 

 

住  所 

 

郵便番号（   －   ） 

 

               電話番号（   ）  － 

フリガナ 

役員の氏名 

 
役名等（常勤・非常勤） 

  

他の都道府県知事の登録状況 

登  録  番  号 登  録  番  号 

岩手県知事（登－○○）第●●●号 

福島県知事  

 

 

 備 考 

  １ ※印のある欄には、記入しないこと。 

  ２ 「新規・更新」については不要なものを消すこと 

  ３ 総株主の議決権の 100 分の５以上を有する株主又は出資の総額の 100 分の５以上に

相当する出資をしている者については、「役名等」の欄には「株主等」と記載する

こととする。 
４ 「営業所の名称及び所在地」の欄には、登録を受けようとする都道府県の営業所だ    

けでなくすべての営業所について記載すること。 

・県内外を問わず解体工事業を営む全て

の営業所について記載する 
・個人で屋号がある場合は記載する 

選任した技術管理者をすべて記載する 

申請時点で他の都道府県で登録を受けている場合に記載する。

申請中の場合は都道府県名のみ記載する。 



 
 

記載例 
別記様式第２号（第４条関係） 
 
 
 

誓   約   書 
 
 
 
 
 

登録申請者及びその役員並びに法定代理人及び法定代理人の役員は、 
 
 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第２４条第１項各号に 
 
 
                     該当しない者であることを誓約します。 
 
 
  
  
 
 
 
                                          平成２２年４月１０日 
 
 
 
                                                 申請者 株式会社 みやぎ解体 
                             代表取締役 宮城 太郎        印 
 
 
 
 
 
         宮 城 県 知事 村 井 嘉 浩 殿 
 
 

法人の場合は代表者 
個人の場合は本人（屋号は不可）

代表者印を押印する
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別記様式第３号（第４条関係） 
実  務  経  験  証  明  書 

下記の者は，解体工事に関し，下記のとおり実務経験を有することに相違ないことを証明します。 
平成２７年４月１０日 

                                               仙台市青葉区○○○ 
証明者  株式会社 仙台建設        

代表取締役 仙台 太郎  印   

技術管理者の氏名  小松 太郎 生 年 月 日 昭和４２年７月２８日 
使用された期間 

昭和６３年 ４月から 
平成２２年 ３月まで 使用者の商号又は名称  株式会社 仙台建設 

職名 実 務 経 験 の 内 容 実務経験年数 

工事主任 「阿部邸解体工事」木造建築物の解体         外 ８件 平成１３年４月から平成１４年３月まで

〃 「有限会社佐藤工業所解体工事」木造建築物の解体   外１２件 平成１４年４月から平成１５年３月まで

〃 「栗原工場解体工事」鉄筋構造物の解体        外１５件 平成１５年４月から平成１６年３月まで

工事班長 「伊藤タワー解体工事」鉄骨構造物の解体       外 ６件 平成１６年４月から平成１７年３月まで

〃 「浅野ホテル解体工事」ＳＲＣ構造物の解体      外 ７件 平成１７年４月から平成１８年３月まで

〃 「阿部邸解体工事」木造建築物の解体         外２３件 平成１８年４月から平成１９年３月まで

土木解体課長 「鈴木ビル解体工事」ＳＲＣ構造物の解体       外 ５件 平成１９年４月から平成２０年３月まで

〃 「菅原工場解体工事」木造建築物の解体        外１５件 平成２０年４月から平成２1 年３月まで

〃 「佐々木邸解体工事」木造建築物の解体        外 ５件 平成２１年４月から平成２２年３月まで

使用者の証明を得 
ることができない 
場合 

 
そ の 理 由 

 合計 満 ９年  月 

証 明 者 と 被 証

明 者 と の 関 係
社員 

記載要領 
 １ この証明書は、被証明者１人について、証明者別に作成すること。 
 ２ 「実務経験の内容」の欄には、従事した主な工事名、解体した建築物等の構造等を具体的に記載すること。 

本人が証明する場合には，その理由を記載する 
(例)：自営業のため，平成○年○月○日法人解散のため 

実際に雇用されていた期間を 
記載する 

実務経験として記載された各期間 
の合計年数を記載する 

解体工事に関する実務経験について記載する。工事 
が切れ目なく続く場合には，他○件と記載して，１ 
年を１行にまとめて記載する。 

解体工事の実務の経験をし

た時の使用者の商号又は名

称を記載する
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記載例  



 
 

記載例（法人の場合の「法人の役員」の記載例） 
別記様式第４号（第４条関係） 

法 人 の 役 員 
登録申請者   本         人   の調書 

 法 定 代 理 人 
      法定代理人の役員 

 
 現住所 
 

郵便番号（○○○－●●●●）                       
  宮城県仙台市宮城野区○○ ○○－○○                                                  

                                                  電話番号（０２２）○○○－○○○○ 

  フリガナ 
商号、名称又は氏名 

  ﾐﾔｷﾞ   ｲﾁﾛｳ 
  宮城 一 郎 

 生年月日 昭和２７年 ８月 ３日 

 
賞 
 
罰 
 

年 月 日 賞 罰 の 内 容 

 
 

な   し
 

 
 

 
 

   上記のとおり相違ありません。 
         平成２７年４月１０日 
                                                               氏名 宮 城 一 郎  印 

 備 考 
         法 人 の 役 員 
     １  本         人  については、不要のものを消すこと。 
         法 定 代 理 人 
     法定代理人の役員 
     ２ 総株主の議決権の 100 分の５以上を有する株主又は出資の総額の 100 分の５以上に相当する出資をしている者については、「賞罰」の欄へ

の記載を要さない。 
３ 「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。 

   ４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。 
 
 
 
 
 
 
 

該当しないものを消す

本人の印を押印する 

・法人の場合は法人本人及び役員全員に 
ついて記載する 

・個人の場合は本人について記載する 
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署名及び押印も要しません。 



 
 

記載例（法人の場合の「本人」の記載例） 
別記様式第４号（第４条関係） 

法 人 の 役 員 
登録申請者   本         人   の調書 

 法 定 代 理 人 
      法定代理人の役員 

 
 現住所 
 

郵便番号（９８０－８５７０）                       
  宮城県仙台市青葉区本町３－８－１                                                  

                                                  電話番号（０２２）２１１－○○○○ 

  フリガナ 
商号、名称又は氏名 

  ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ ﾐﾔｷﾞｶﾀｲ 
  株式会社 みやぎ解体 

生年月日  

 
賞 
 
罰 
 

年 月 日 賞 罰 の 内 容 

 
 

 
 

 
 

 
 

   上記のとおり相違ありません。 
           平成２７年４月１０日 
                                                                       株式会社 みやぎ解体 
                                                                 氏名 代表取締役 宮城 太郎 印 

備 考 
         法 人 の 役 員 
     １  本         人  については、不要のものを消すこと。 
         法 定 代 理 人 
     法定代理人の役員 
     ２ 総株主の議決権の 100 分の５以上を有する株主又は出資の総額の 100 分の５以上に相当する出資をしている者については、「賞罰」の欄へ

の記載を要さない。 
３ 「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。 

   ４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。 
 
 
 
 
 
 
 

該当しないものを消す

・法人の場合は法人本人及び役員全員に 
ついて記載する 

・個人の場合は本人について記載する 
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本人の印を押印する 



 
 

 
 
記載例（個人の場合の「本人」の記載例） 
別記様式第４号（第４条関係） 

法 人 の 役 員 
登録申請者   本         人   の調書 

 法 定 代 理 人 
      法定代理人の役員 

 
 
 現住所 
 

郵便番号（９８１－○○○○）                       
  宮城県仙台市青葉区●●● △△―△△                                                  

                                                  電話番号（０２２）●●●－○○○○ 
フリガナ 

商号、名称又は氏名 
  ﾐﾔｷﾞ    ｶｽﾞｵ 
 宮城 一 男 

生年月日 昭和３８年 ４月２１日 

 
賞 
 
罰 
 

年 月 日 賞 罰 の 内 容 

 
 

な    し 

 
 

 
 

   上記のとおり相違ありません。 
             平成２７年４月１０日 
                                                                 氏名 宮 城 一 男  印 

 備 考 
         法 人 の 役 員 
     １  本         人  については、不要のものを消すこと。 
         法 定 代 理 人 
     法定代理人の役員 
     ２ 総株主の議決権の 100 分の５以上を有する株主又は出資の総額の 100 分の５以上に相当する出資をしている者については、「賞罰」の欄へ

の記載を要さない。 
３ 「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。 

   ４「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。

該当しないものを消す

・法人の場合は法人本人及び役員全員に 
ついて記載する 

・個人の場合は本人について記載する 
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本人の印を押印する 


